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“災害”とは“災い”が“害”になると書きます

ｘ

災いを害にしないために！

地形
低地、扇状地、中洲、
傾斜地 等

土壌
土質、植生、斜面の傾
斜 等

開発
都市化、下水道等の
インフラ整備状況 等

河川氾濫による浸水、
急傾斜地での土砂災
害 等

地すべり、土石流、深
層崩壊 等

内水氾濫、低地の浸
水 等

地域の特徴ごとに「害」の形が異なる

自然の脅威の「奇襲攻撃」を防ぐため、
「予兆」の見逃し防止対策
• ICTを活用した自動監視システムの提供

平時から街の脆弱性を可視化し

リスクを評価（気象防災アナリスト）
•脆弱性の調査ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸ
•防災力評価診断ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞﾞ

地域の特徴に応じた被害想定と監視の
閾値設定
（気象防災アナリスト）
•地域の特徴に応じた被害想定ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ
•自動監視システムにおける監視閾値の調査
ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ

災害の引き金となる
自然の脅威
（大雨など）

災い

地域特性（都市の脆弱性）
×

害
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“災い”を“害”にしないためには

気象予報士
（気象現象の専門家）

土木の専門家
（都市の脆弱性の専門家）

後方支援チーム

気象防災アナリスト

現状

気象庁
自治体の防災活動を支援するためには、自然の脅威の
専門性＋都市の脆弱性に対する知見が求められる。

気
象
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災
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ICTによる
現場支援

気象のBig Data

現場支援

気象のBigData
解析技術に
より、危険の
「見逃し防止」

＜社会の様々な脆弱性＞
例えば「地形」や「地域特性（高齢化率や

自治体の災害対応体制の規模、内容など）」

＜自然の脅威(災い）＞
台風や大雨、地震などの

自然の脅威

＜災害＞
「災い（自然の脅威）」が
社会の様々な脆弱性と

合わさることで「災害」となる

「想定リスクの提示」
と「危険回避のため
の代替策の推奨」

自治体
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